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食品高圧加工の最新動向❖シリーズ解説❖ 第５回

中高圧処理を活用したエキス化

も り か わ・ あ つ し
神戸大学工学部卒業。2007
年㈱東洋高圧に入社，現在，
企画管理部課長。「まるごと
エキス」の開発当初より本装
置の業務全般に携わる。
2012年第４回ものづくり日
本大賞優秀賞（経済産業省）
を受賞。

◆１．はじめに◆
様々な食品加工に高圧力が利用され，国内外と

もに商品展開され始めている。しかし一方で，高
圧処理装置は十分な耐圧性や気密性を必要とし，
処理量が少ないにもかかわらずコストが掛かると
いうイメージや，本装置の主要な部分を占める圧
力容器と聞くと爆発などの危険なイメージを持た
れることが多い。実際に，化学プラントなどで高
圧ガスを取り扱う高圧処理装置は，使用方法を誤
ったり，メンテナンスを怠ったりすると，大事故
に繋

つな

がることもあり，日本国内でも，装置だけで
なく使用者に対しても高圧ガス保安法などの法律
に則った手続きが必要となっている。
　しかし，食品加工における高圧処理では，その
圧力媒体に「水」が使用されることがほとんどで
ある。水は身の回りに多く存在する物質で人体に
影響が少なく，非圧縮性の液体であるため，万が
一圧力容器が破裂しても，ほんの僅かな水（100
MPa からの開放でも容器容量の５ %程度）が放
出されるだけで大気圧と同等の圧力になる。また
食品加工では加熱処理に代わる方法として提案さ
れており，蒸気（ガス）として使用されないこと
が重要であるため，ほとんどが 100℃未満での使
用であり，前述の高圧ガスに該当することはない。

森　川　篤　史
よって，水を媒体とする食品高圧処理装置は極め
て安全である。
本稿では，東洋高圧が開発した高圧力の中でも
比較的取り扱いやすい中高圧といわれる圧力帯を
実現する装置「まるごとエキス」（装置製品名）
の開発経緯と，本装置を使用したエキス化技術を
中心に紹介したい。

◆２. 高圧処理装置の開発◆
本装置開発のきっかけとなったのは，広島県立
食品工業技術センター（現・広島県立総合技術研
究所食品工業技術センター）の開発した「調味料
の製造方法」技術１)で，詳しくは後述するが，中
高圧といわれる 50 ～ 100MPa の圧力帯を使用し
て食品をまるごとエキス化するという技術である。
本技術は2003年９月に特許取得されているが，
当時，様々な機関で研究されていた高圧処理は
400MPa を超える圧力帯が使われることが多く，
高圧処理を実現できる装置は処理量に比べ非常に
高価なものとなり，その技術はごく一部で使用さ
れるのみで，全国への普及には至らなかった。
当社は本技術が100MPa という圧力帯で実現
できることに注目し，これまでの一品一様で培っ
たノウハウを用い，2005年秋にこの特許技術が
実現できる装置開発に着手した。第１号機として
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✚シリーズ解説✚ わが国の食品ロス・廃棄の現状と対策 第９回

食品残渣を利用したバイオマス熱利用システム

え ん ど う・ ま さ と
森永乳業株式会社生産
本部生産部生産技術課
環境対策グループ長。
2006 年～ 2010 年神戸
工場に所属。

●１．はじめに●
世界的な食糧不足を背景とした食品ロス削減の
機運の高まりに伴い，食品リサイクル法において
は食品廃棄物のリサイクルを進めるために定めら
れていた再生利用等実施率の目標値に加え，食品
廃棄物の発生そのものを抑えるための発生抑制の
目標値が食品の種類ごとに順次設定されるなど強
化が進んでいる。
食品メーカーにおいては，食品ロスは生産コス
トに直結することもあり，従前より様々な取組を
行っている。歩留り向上のための工程の改善はも
とより，需給上のロス削減見込み数量の予測精度
向上等は常に見直しを行っており，その結果，以
前より食品ロスの発生は大きく減少してきている。
また，これらの努力にもかかわらず発生してし
まった食品廃棄物については飼料化・肥料化をは
じめとした再利用を進めている。
しかしながら生産工場で発生する食品廃棄物に
は様々なものがあり，飲料製造において発生する
コーヒーや茶の抽出かすは以下の点で他の食品廃
棄物と異なる特性を持つため，これらの削減には
他の食品廃棄物とは異なるアプローチが必要と
なっている。
第一に他の食品廃棄物に比べ発生量が桁違いに

遠　藤　雅　人

多いため，大規模な処理が可能な方法が必要であ
る。ある程度の量までは飼料，肥料等へのリサイ
クル先を探すことは可能であるが，量の増加とと
もに飼料化，肥料化などの処理ができる処分業者
が遠方となることから運搬にかかる環境負荷も増
大するなどの他，処分業者を探すこと自体の難易
度も高くなっていく。
第二にこれらの抽出かすは製品設計上必然的に
発生するものであるため，歩留り管理の強化など
他の食品廃棄物と同様の取組で減少させることが
難しい。
第三に抽出原料の配合量は風味など，その商品
にとっての商品価値を決める重要な商品特性であ

ざ ん さ

るため，残渣の減少を目的とした配合量の変更な
どを安易に実施することができない。
第四にこれらの抽出かすは一般に食されるもの
と認識されていないため，受容性の問題も含めこ
れらから新たな食品を作り出すことにはかなりの
困難が伴う。
このような状況下において森永乳業㈱神戸工場
では，抽出かすおよび製造工程から発生する残渣
をエネルギー化する仕組みを採用し2009年より
運用している。本報ではその仕組みとこれまでの
運用状況について紹介する。本事業は2006年
NEDO「地域バイオマス熱利用フィールドテスト
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● 特別解説 ●

小型MRI を用いた食品の非破壊品質計測
い し だ・ の ぶ あ き
東京大学大学院農学系
研究科修士課程終了。
農林水産省食品総合研
究所を経て，現在，石
川県立大学生物資源環
境学部食品科学科教授。
農学博士

　１．はじめに
　MRI（Magnetic Resonance Imaging: 核磁気共
鳴画像法）と聞くと医療の話で食品とは関係ない
と思われる方も多いかも知れない。MRI は病院で
は普通に見かける装置であるが，それ以外の所で
は大学でも研究機関でも，医療と関係のある所以
外ではほとんど見かけることがない。まして食品
においては分野違いという感じを持つ方も多いか
も知れない。しかし，MRI は人や実験動物同様，
生き物を素材としている食品においても格好の測
定対象であり，様々な利用が考えられる。ここで
は，MRI というものを知ってもらい，食品におい
てどのような応用ができるか紹介したい。

　２．MRI とは
　MRI というと人の断面を画像化して，ガンや脳
出血，脳伷塞

こうそく

といった人体内部の病気を知るため
の装置として知られている。では MRI は何を測定
することで人体内部を見ることができ，病気の部
位を正常な組織と区別して浮かび上がらせること
ができるのであろうか。MRI に先行して医療分野
で使われていた装置の X 線-CT は，X線の通りや
すさを指標にして画像を構築している。骨は周り
の筋肉組織などに比べX線を通しにくいため区別
して観測され，骨の異常や骨折などを見ることが
できる。ガンや腫

しゅよう

瘍，血管の異常など，骨のよう

石　田　信　昭

に X 線の吸収が大きくなく，周りの組織とあまり
X線の吸収が違わないものを見るためには，異常
組織に集まりX線を吸収する造影剤を注入して測
定をしたりする。また，超音波診断装置では，超
音波エコーとも呼ばれるように，体内を超音波が
通過する際に障害物となる臓器などから反射する
超音波を検出して画像としている。MRI では画像
を作るもととなっているのは，主に水の NMRシ
グナルといわれるものである。 NMR（核磁気共鳴）
は化学の分野で化合物の構造解析や同定に使われ
る装置で，化学系，薬学系の大学や化学・薬品会
社などではなくてはならない装置である。化合物
を溶媒に溶かして磁石の中に入れると，化合物を
構成する水素原子が，ある特定の周波数の電磁波
を吸収することを利用している。吸収は非常に鋭
いピークとなり，しかも化学物質の構造中の結合
部位により微妙に異なる周波数で吸収を起こすこ
とから，吸収の周波数と吸収強度の関係を示した
グラフ（ NMRスペクトル）は化合物ごとに異な
ったものとなる。シグナルの出現する周波数も化
合物に含まれる官能基によって違ってくる。これ
らから，どのような官能基を持つ化合物か，どの
ような化学構造をしているか，また既知の化合物
と照合することにより，どの化合物であるかを知
ることができる。
　生体を磁石の中に入れて NMRを測定すると，
生体中に含まれている様々な化合物の水素原子の
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